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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
を
合
算
し
て
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
世
帯
の
限
度
額
（
年
単
位
）
を
超
え

た
金
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
長
期
間
の
治
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加入している医療保険
（問合せ先） 申請に関すること

国民健康保険
（国保年金係☎　63-1327） 対象世帯には申請通知が送付されています。

その中に申請に関することが掲載されていますの
で、それに従って申請してください。後期高齢者医療制度

（高齢者医療係　☎ 63-1420）

その他の医療保険
（各医療保険の窓口）

※介護保険自己負担額証明に
関する問い合わせは
　介護保険係　☎ 63-1418

申請に関することは各医療保険窓口にお問い合わ
せください。
なお、申請の際には介護保険自己負担額証明書の

添付が必要ですので、介護保険係で証明書の交付申
請を行ってください。証明書の交付は２月からの予
定です。
【介護保険自己負担証明書の交付申請に必要なもの】
①印鑑（認印可）②預金通帳③医療保険の被保険者
証④介護保険の被保険者証

●
申
請
す
る
窓
口　

介
護
保
険
を
利
用

し
た
人
が
７
月
31
日
に
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
窓
口

●
申
請
の
時
期
や
問
合
せ
先
（
左
表
）

問
健
康
生
活
課　

☎
63
・
１
４
１
８

●
計
算
さ
れ
る
期
間　

毎
年
8
月
～
翌

年
7
月
ま
で
の
12
カ
月
間

●
合
算
の
対
象
と
な
る
世
帯　

医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
額

が
あ
る
世
帯
（
計
算
期
間
内
に
亡
く
な
っ

た
人
の
代
理
申
請
も
可
能
で
す
）

●
合
算
さ
れ
る
医
療
保
険　

介
護
保
険

を
利
用
し
た
人
の
医
療
保
険
と
同
じ
医

療
保
険
（
異
な
る
医
療
保
険
の
場
合
は

合
算
さ
れ
ま
せ
ん
）

●
計
算
さ
れ
な
い
経
費　

❶
入
院
・
入
所
時
の
食
費
・
部
屋
代
・

日
常
生
活
品
費

❷
介
護
保
険
で
の
福
祉
用
具
購
入
費
・

住
宅
改
修
費

❸
要
介
護
状
態
区
分
別
の
支
給
限
度

額
を
超
え
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
た
と
き
の
自
己
負
担
額

❹
70
歳
未
満
の
人
の
医
療
費
の
う

ち
、
入
院
・
外
来
・
調
剤
そ
れ
ぞ
れ

2
万
１
千
円
未
満
（
月
単
位
）
の
自

己
負
担
額

●
支
給
対
象
と
な
る
世
帯　

限
度
額
を

超
え
た
金
額
が
500
円
を
超
え
る
世
帯

20
歳
か
ら
、
国
民
年
金
！

日本に住む 20 歳から 60 歳未満のす
べての人は国民年金に加入し、保険料
を納めることになっています。

国民年金は、老後の生活保障だけで
なく、万が一、病気やケガで障害が残っ
たときや、一家の働き手が亡くなった
ときなど、私たち自身や私たちの家族
を守ってくれます。

ただし、加入の届出や保険料の納め
忘れがあると年金が受けられないこと
もありますので、「あの時に…」と後悔
する前に、国民年金に加入しましょう。

加入の手続きは、健康生活課国保年
金係または玉名年金事務所へおたずね
ください。（20 歳前に就職して厚生年
金などに加入中の人は、加入手続きは
不要です）

なお、学生や収入が少ないため保険
料の納付が困難な人の場合は、「学生納
付特例」や「若年者納付猶予」など保
険料の支払いを猶予する制度がありま
すので、国民年金の加入手続きと併せ
て申請してください。

■国民年金の給付は、3種類の基礎年金があります。
❶老齢基礎年金　65 歳から生涯受けられます。
❷障害基礎年金　病気やケガで障害の状態になった人が受
　　　　　　　　けられます。
❸遺族基礎年金　夫が亡くなったときに子のある妻または
　　　　　　　　子が受けられます。

被保険者の
種類 第 1号被保険者 第 2号被保険者 第 3号被保険者

対象者
20歳以上60歳未満の
自営業の人、農林水産
業の人、学生　など

会社員、公務員など
第 2号被保険者に扶
養されている配偶者

保険料
国民年金保険料
【定額】15,100 円
（平成 22 年度）

厚生年金保険料率
16.058%

（平成 22年 9月現在）
労使折半で保険料負担

被保険者本人は保険
料を負担しません。
配偶者が加入してい
る年金の保険者が負
担します。

■年金手帳は大切に保管しましょう。
公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される

基礎年金番号が用いられています。
国民年金や厚生年金に加入すると、基礎年金番号が記載

された年金手帳が交付され、加入記録や保険料の納付状況
などがこの番号で管理されます。

年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となります
ので、大切に保管してください。	
問健康生活課　☎ 63-1327


